
特集   家庭的保育者が出かけていきます！ 出前講座 
 
平成 21 年度独立行政法人福祉医療機構

（子育て支援基金）の助成により、家庭的

保育普及啓発事業の一環として、出前講座

を実施しました。出前講座とは、自治体や

関係団体などの要請を受けて、数人の家庭

的保育者が出向き,保育中の写真などを使

って、具体的に家庭的保育を紹介するもの

です。昨年度行った４回の出前講座は、い

ろいろなバリエーションで行われました。 
助成事業は昨年度で終了しましたが、今

後も出前講座は本協議会の活動の一つして、

継続していきたいと考えています。どのよ

うな出前講座が可能か、ご紹介します。 
 
行政職員向け出前講座 
 県主催で、県下の市町の保育担当の方々

約 30 名を対象に出前講座を行いました。    
出前講座の内容は、家庭的保育の特長を

伝える「家庭的保育の概要」、具体的に、家

庭的保育の写真などを見せながら紹介する

「家庭的保育の 1 日」、そして、家庭的保

育を実施するうえで必要な支援体制や課題

などに触れる「家庭的保育の問題点と課題、

その解決方法」の 3 本立てで、最後に質問

の時間を設けました(75 分)。 
家庭的保育の導入を具体的に検討する前

の出前講座でしたが、三重県子ども家庭室

副室長の黒田和博氏からは、「今までと違 

   

った、子どもの発達にきめ細やかに対応で

きる家庭的保育は公的保育の一環としてま

すます重要な役割を担っていく事を認識す

るとともに、今後、事業実施に向け市町と

協働して取り組むべき課題が明らかになっ

た」との感想をいただきました（ニュースレ

ター７号に掲載）。 
 
講演の中での具体的事例の紹介 
当協議会の会員でもある福川須美先生

（駒沢女子短期大学教授）の講演「もっと

知りたい！家庭的保育」(120分)のなかで、

同行した家庭的保育者 2 名が実際の保育の

様子を具体例をあげながら話しました。 
愛知県の主催で行われ、参加者は行政職

員の方のほか、ファミリーサポートセンタ

ーや地域子育て支援関係の方々です。 
参加者の中には保育士・幼稚園の教諭資

格をお持ちの方も多く、「『家庭的保育』の

温かさがわかり、この保育でなければと希

望する家庭もあり更に広げる必要がある。」

など、家庭的保育に共感する感想も寄せら

れました。 
 

家庭的保育者向け出前講座 
家庭的保育者を対象とする研修の中に、

出前講座が組み込まれて実施されました。

参加者は名古屋市の家庭的保育者で、保育

経験が２か月～20 年の方まで 14 名です。 
テーマは【みんなで考え、ともに話し合

おう！－気になる子どもへの対応－】で、

グループ討議形式で行われました(120分)。
当協議会からは、講師のほか家庭的保育者

が 3 名が討議に参加しました。３つのテー

ブルに分かれて、事例をとりあげ、保育を

する中で共通の悩みを話し合いました。 



本協議会から家庭的保育者が参加したこ

とにより、他地域での保育の様子、支援体

制のあり方、保育者同士がつながるネット

ワークの大切さなど、家庭的保育に携わる

者同士の話し合いは想像以上の学びあいが

ありました。情報交換が自分たちの保育を

高めるよい刺激となることを、参加者だけ

でなく、出前講座を担当した保育者も実感

しました。 

 

 
ファミリーサポートセンター会員向け 
出前講座 
 
ファミリーサポートセンタ－会員を対象

とする出前講座を行いました(120 分)。家

庭的保育の導入が市長のマニフェストとな

っている志木市からの要請に応えたもので

す。家庭的保育を紹介する一連の講座内容

に加え、ここでは「家庭的保育のあそび」

を取り上げて写真で紹介しました。 
さらには、18 名の参加者の方にも参考に

していただけるようにと、手作りおもちゃ

の紹介や手遊び等実技も組み込みました。

保育実技には、参加者の目が輝き、おもち

ゃを手に取り感嘆の声。手作りおもちゃの

講習会を望む声もありました。保育の内容

を示す事で、質の高い保育であることも理

解して頂けたと思います。 

 

 
出前講座を担当して 
出前講座という初めての試みは、電話と

メールを頼りに進めていくので不安もあり

ました。が、実際にはメール上でのことば

のやり取りに相手の様子が思い浮かび、お

会いした時は以前からの知り合いの様な親

しみがありました。 
自治体の職員の方・子育て支援事業の

方・家庭的保育者と、毎回対象が替わる講

座でしたが、いずれの場でも家庭的保育の

本当の姿を伝え、普及啓発するためには、

足を運び、生の声で、この保育の良さ・課

題を伝えていくことが如何に大切か実感で

きました。 
伝えるために、担当する私たちも家庭的

保育の良さや問題点を見つめ直す機会をも

らいました。今回計９人が出前講座を担当

しましたが、これからも多くの会員に関わ

っていただきたいと切望します。出前講座

を担当すること自体が、自身の保育を高め

る栄養となり、地域を隔てて知り合い・つ

ながる事は、家庭的保育事業を保育の選択

肢として位置づけるものになると確信しま

した。この出前講座を通じて、私たちの仲

間が増えたことも大きな喜びです。 
 

出前講座担当 福島泰子 


